身体拘束適正化委員会 運営様式 2026年版
委員会運営・議事録・指針
■ 基本情報
	事業所名
	○○介護施設
	開催日
	2026年6月7日

	委員長
	管理者 ○○
	開催頻度
	年○回以上


■ 委員会の構成
	項目
	記入欄

	委員長
	管理者

	委員
	看護師・介護リーダー・相談員

	開催頻度
	定期（年複数回）＋随時


■ 検討事項
	項目
	記入欄

	身体拘束の実施状況
	現在○名、内容と理由

	3要件の妥当性検討
	切迫性・非代替性・一時性

	解除に向けた取組
	代替方法の検討


■ 研修・周知
	項目
	記入欄

	職員研修の実施
	年○回の研修

	指針の周知
	全職員へ周知

	記録の整備
	拘束記録の点検


■ 記入のポイント
・身体拘束適正化委員会は定期開催し、実施状況と妥当性を検討します。
・指針の整備・委員会・研修・記録が運営基準上の義務です。
・解除に向けた取組を継続的に検討します。
■ 根拠・関連様式
・身体拘束廃止未実施減算を避けるため、4要素（指針・委員会・研修・記録）を整備します。
・関連様式：身体拘束適正化記録、説明同意書
■ 改訂履歴
	版
	改訂日
	改訂内容
	承認者

	1.0
	2026-06
	初版作成
	


ふくしの素材館  https://kaigo-sozai.com  ／ 参考様式・各施設の実情に合わせて編集してください




